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D-355 胃腸機能整腸薬（下部消化管における内視鏡検査又は内視鏡手

術時の前処置）の算定について 

 

《令和 6 年 12 月 5 日新規》 

 

○ 取扱い 

 下部消化管における内視鏡検査又は内視鏡手術時の前処置として次の

薬剤の算定は、原則として認められない。 

 ⑴ イトプリド塩酸塩（ガナトン錠等） 

 ⑵ ドンペリドン（ナウゼリン錠等） 

 ⑶ トリメブチンマレイン酸塩（セレキノン錠等） 

 ⑷ メトクロプラミド（プリンペラン錠等） 

 

○ 取扱いの根拠 

 上記⑴から⑷の医薬品については、添付文書の効能・効果に「慢性胃炎

における消化器症状」等と上部消化管の疾患、症状が記載されており、上

部消化管運動に対して作用すると考えられ、下部消化管における内視鏡検

査又は内視鏡手術時の前処置としての有用性は低く適応もない。 

 以上のことから、当該検査又は当該手術時の前処置として上記⑴から⑷

の当該医薬品の算定は、原則として認められないと判断した。 

 


